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Ⅰ 論文要旨
高野仁一
1．本論文の研究目的・視点・問題意識
現代企業の多くは国内市場のみならず，グローバル
化の中でいかにして企業の持続可能性を高めるかとい
う視点での企業行動が重要となっている。本論文の目
的はグローバル企業のリスクマネジメントを 2つの視
点から論じることである。第 1の視点は，企業が国内
企業から多国籍展開，グローバル企業へと進化してい
く中でのリスクマネジメント問題を，特にガバナン
ス・リスクの視点から論じることである。第 2の視点
は，グローバル企業がステークホルダーとの利害調整
及び情報提供の責任を果たすために，財務情報の質的
改善をいかに図り，いかに構築・運用していくべきか
という視点からである。
グローバル企業には多様なチャンスとリスクがあ
り，それらを効果的なガバナンスの下で，制度規範で
あるハードローのみならず，経営者の倫理観を含む企
業独自のソフトローとしての社会規範の重要性を主張
しつつ，特に財務情報の質的改善に貢献するモニタリ
ング・システムをいかに構築していくべきかが本論文
の問題意識である1）。言い換えれば，本論文におい
て，グローバル企業のガバナンス視点からのリスクマ
ネジメント問題と財務報告による情報提供機能の強化
の 2つを満たすための概念と手法の融合を試みた。
周知のように，会計には，利害調整と情報提供とい
う 2つの大きな機能がある（安藤，2001，p. 244）。
利害調整は，会社法上の債権者保護（破産防止，資本
維持，利益調整，顚末報告）の観点，また，情報提供
は，金融商品取引法の出資者保護（状況開示）の観点
に代表される。そこでは，財務報告制度の根底にある
会計機能や会計観の歴史的発展を踏まえて，有用な財
務情報の提供を阻害するリスクの分析，評価と対応が
重要である。利害調整の面では，企業が大規模化，国
際化，グローバル化へと展開する中で，特に，グロー
バル企業を取り巻くリスク環境をみると，企業の持続
的成長の源泉となる企業価値の創出の成否及び時期を
不確かにする内外の環境要因及びリスクに直面してい
る（上田，2007，p. 21）。情報提供の面では，ステー
クホルダーが企業に資源を提供するかどうかの意思決
定を行う上で，（報告企業の企業価値の創出の状況を
示す）有用な財務情報の提供を阻害するリスクの可能
性が財務報告制度や企業の内部に潜在する。
前者の課題には，グローバル・リスク環境に対応し
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て熾烈な競争を勝ち抜き企業価値を創出するために，
グローバル戦略による長期展望に立ち，グループ企業
全体の組織構造を変革する方向づけが急務となる（伊
藤，2004，p. 253）。同時に，過去，現在，未来の財務
情報の戦略的活用が必要になる。後者の課題には，財
務報告制度の設計上に内在するリスクの分析・評価を
行い，（経営陣による財務報告の虚偽表示リスクを予
防・発見する）ガバナンスとモニタリングの仕組みを
企業組織内に構築し運用することが必要となる。
近年，会計リスクの顕在化が多発し，制度・規制に
よる会計リスクの低減方策は，透明性の要求を強め，
証券市場の会計情報の開示制度の強化と信頼性を担保
するための保証業務としての会計監査の強化が行われ
た。さらに，企業のグローバル化に伴う制度・規制と
して，国際会計基準や国際監査基準の統一化による標
準化が進められてきた。しかし，標準化による問題と
して，バブル期や経済危機時に正しい物指しとして実
態を反映しなくなる機能不全が発生した。
そこで，本論文では，まず，グローバル企業のリス
ク環境と持続的成長への模索を概観する。つぎに，財
務情報の制度・規制によるリスクマネジメントを考察
した後，制度・規制の限界としてのパラドックスの事
例を取り上げる。その上で，関連当局による制度・規
制に加えて，企業側におけるガバナンスやリスクマネ
ジメントの対応を考察する。さらに，具体的な企業内
の財務情報の質的改善について，財務情報の信頼性を
高めるためのモニタリング・システムとしての内部統
制報告制度を取り上げ，日本の内部統制報告制度の妥
当性を考察する。最後に，企業の内部統制プロセスの
中で，会計の見積もりや判断にも関係して非常に重要
な内部統制に関する決算・財務報告プロセスの評価モ
デルの構築を試みる。
グローバル企業のような個別の組織においては，透
明化，標準化及び証明業務の制度対応は，法的必須条
件として行わなければならない。さらに，企業の持続
的成長への道の十分条件として，リスクの高い戦略に
よる損失に関するリスクの低減を図る企業内の仕組み
と共に，倫理規範を含む企業のリスク文化の創造・促
進が求められている。
上記の研究目的を行うために，研究のアプローチ
は，先行研究として，主に，リスクマネジメントの分
野については，上田和勇博士，財務会計の分野につい
ては，安藤英義博士，管理会計の分野については，伊
藤和憲博士の論文や著書を参考にして研究を進め，そ
の他，関連する論点に応じて，内外の研究者の論文や
著書を参照した。
注記
1） 本論文では，裁判所でその履行が強制されるような諸規
範をハードローと定義し，裁判所でエンフォースされな
い規範をソフトローと定義する（神田，2008，p. 153）。
参考文献
・安藤英義（2001）『簿記会計の研究』中央経済社。
・上田和勇（2007）『企業価値創造型リスクマネジメント・そ
の概念と事例（第 4版）』白桃書房。
・伊藤和憲（2004）『グローバル管理会計』同文舘出版。
・神田秀樹（2008）「企業の社会的責任をめぐる規範作成」中
山信弘編著『ソフトローの基礎理論』有斐閣。
2．本論文の全体像の概観と構成
本論文の全体構成を以下に要約する。
論題：グローバル企業のリスクマネジメント
――財務情報の利害調整及び情報提供機能
の強化に関する考察――
序章：本論文の研究目的・視点・問題意識と全体
像の概観と構成
（本論文の研究目的）グローバル企業のリスクマネ
ジメント問題を，ガバナンス・リスクの視点と企業
の財務情報の利害調整及び情報提供機能の強化策の
視点から考察することである。
（問題意識）グローバル企業には多様なチャンスと
リスクがあり，それらを効果的なガバナンスの下
で，制度規範であるハードローのみならず，経営者
の倫理観を含む企業独自のソフトローとしての社会
規範の重要性を主張しつつ，特に財務情報の質的改
善に貢献するモニタリング・システムをいかに構築
していくべきかが本論文の問題意識である
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第 1章 グローバル企業のリスク環境と持続的成
長への模索
企業のグローバル化の最近の動向を概観し，グロ
ーバル企業のリスク環境を認識するために，グロー
バル企業への各発展段階におけるリスク環境と発生
要因を分析する。さらに，これらのリスク環境の中
で，グローバル企業の持続的成長への方向性とし
て，持続的成長の源泉となる企業価値創造の必要
性，ステークホルダーからの企業の社会的責任，及
びコーポレート・シチズンシップを論じる。ステー
クホルダーからの企業の社会的責任が増加する中
で，財務情報の利害調整及び情報提供機能を強化
し，過去・現在・未来の財務情報を事業戦略や具体
的戦術に活用することが重要となっている。
第 2章 財務情報の制度・規制によるリスクマネ
ジメント
財務情報の制度・規制におけるリスクマネジメン
トの歴史的流れを概観する。その上で，財務情報の
グローバル化に伴う開示と監査の国際的統一の歴史
的流れを考察する。近年のディスクロージャーをめ
ぐり不適正な開示事例の発生，それに対する制度・
規制による解決策を論じる。
第 3章 財務情報に関するリスクマネジメントの
パラドックス
妥当に見えるモラル・ハザード現象の予防策が，
オンバランス化や公正価値測定を引き金にパラドッ
クスを引き起こしたケースを分析する。その上で，
予防策であるインセンティブ報酬システムや経営監
視モニタリング・システムのパラドックスに対する
解を考察する。最後に，パラドックスを引き起こし
た公正価値測定を会計観の歴史的展開との因果関係
を論じる。
第 4章 グローバル企業のガバナンスとリスクマ
ネジメント
グローバル企業は，制度・規制に対する法的対応
は重要である。同時に，自らの経営体としての仕組
み作りの面からも，特に，証明業務（監査）によっ
て担保された財務情報の開示のためにも，企業グル
ープ内でのガバナンス問題へのリスクマネジメント
が重要な課題となっている。そこで，本章では，グ
ローバル企業のガバナンスに対するリスクマネジメ
ントのフレームワークについて，事例を取り上げて
考察する。
第 5章 財務情報と内部統制の概念フレームワー
ク
グローバル企業の財務情報に係る内部統制のモニ
タリング・システムの理論的及び実践的基盤とし
て，日本の内部統制報告制度の妥当性について考察
する。内部統制の概念フレームワークの理論的発展
の 流 れ，具 体 的 に は，COSO（1992），COBIT
（1996），COSO ERM（2004），COSO誘導ガイダン
ス（2006）を概観し，日本の内部統制報告制度と比
較・考察する。
第 6章 内部統制における決算・財務報告プロセ
スの評価モデル
会計上の見積りや判断にも関係し，財務情報の信
頼性に関して非常に重要な業務プロセスである金銭
債権の評価のための貸倒引当金計上に係わる内部統
制における決算・財務報告プロセスの評価モデルの
構築を試みる。
終章 総括
（総括）
財務情報の制度・規制（ハードロー）によるリス
クマネジメントは限界があり，パラドックスが生じ
る可能性が常にある。グローバル企業にとって，リ
スク環境を把握しながら，関連当局による制度・規
制に対応すると同時に，企業側におけるソフトロー
の面からのガバナンスやリスクマネジメントの対応
が必要である。具体的な企業内の財務情報の質的改
善について，財務情報の信頼性を高めるためのモニ
タリング・システムとしての内部統制システムの構
築・運用は必要である。企業の内部統制プロセスの
中で，特に，経営者の自由裁量の余地が多くある会
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計の見積もりや判断にも関係するものとして，内部
統制に関する決算・財務報告プロセスの構築は極め
て重要である。
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Ⅱ 審査報告
主査 上田 和勇
副査 安藤 英義
副査 伊藤 和憲
1．問題意識
現代企業の多くは国内市場のみならず，グローバル
化の中で国際市場をも視野に入れ，いかにして企業の
持続可能性を高めるかという視点での企業行動が重要
となっている。こうした状況下，本論文はグローバル
企業のリスクマネジメント問題を，2つの視点から論
じている。第 1の視点は，企業が国内企業から多国籍
展開，グローバル企業へと進化していく中でのリスク
マネジメント問題を，特にガバナンス・リスクの視点
から論じている点である。第 2の視点は，グローバル
企業がステークホルダーとの利害調整及び情報提供の
責任を果たすために，財務情報の質的改善をいかに図
り，構築・運用していくべきかという視点からの検討
である。
グローバル企業には多様なチャンスとリスクがあ
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り，それらを効果的なガバナンスの下で，制度規範で
あるハードローのみならず，経営者の倫理観を含む企
業独自のソフトローとしての社会規範の重要性を主張
しつつ，特に財務情報の質的改善に貢献するモニタリ
ング・システムをいかに構築していくべきかが本論文
の問題意識である。言い換えれば，グローバル企業の
ガバナンス視点からのリスクマネジメント問題と財務
報告による情報提供機能の強化の 2つを満たすための
概念と手法を融合させようとした論文といえる。
グローバル企業に考察の対象を絞っているのは，多
分に申請者の約 25年間にわたる数社のグローバル企
業での財務及び経営全般に係わる実務経験から来てい
るものと思われる。
2．論文の構成と概要
序章と終章合わせ，全体で 8章構成の論文である。
序章では主に本論文の研究目的・視点・問題意識が
述べられている。具体的には，リスクマネジメントの
観点から，グローバル企業の財務報告の方向性を考察
するため，債権者や出資者を含むステークホルダーと
の利害調整及び情報提供の責任を果たすために，グ
ローバル・リスク環境に対応して，財務報告の質的改
善について企業内の構築と運用をいかに行うべきかを
問題意識としている。
第 1章：グローバル企業のリスク環境と持続的成長
への模索
最近の企業の事業活動のグローバル化の動向を概観
し，グローバル企業のリスク環境を明確にしながら，
グローバル企業への各発展段階におけるリスク環境と
発生要因を分析している。さらに，これらのリスク環
境の中で，グローバル企業の持続的成長への方向性と
して，持続的成長の源泉となる企業価値創造の必要
性，ステークホルダーからの企業の社会的責任，及び
コーポレート・シチズンシップについて検討してい
る。
第 2章：財務報告の制度規制によるリスクマネジメ
ント
財務報告の制度・規制（ハードロー）におけるリス
クマネジメントの歴史的流れを概観し，その上で，財
務情報のグローバル化に伴う開示と監査の国際的統一
の歴史的流れを考察している。また近年のディスク
ロージャーをめぐる不適正な開示事例の発生，それに
対する制度・規制（ハードロー）による解決策につい
ても検討している。
第 3章：財務情報に関するリスクマネジメントのパ
ラドックス
経営者が引き起こすモラル・ハザードリスクへの予
防策として，「経営者のインセンティブ報酬システム」
と「経営監視モニタリング・システム」があるが，そ
の限界と世界同時緊急危機における主要な要因（経営
者報酬と銀行規制・公正価値）との因果関係を，リス
クマネジメントの観点から，管理会計及び財務会計の
分野に関連する事例を交えて分析し，最後に，パラ
ドックスを引き起こした公正価値測定について，会計
観の歴史的展開から論じている。
第 4章：グローバル企業のガバナンスとリスクマネ
ジメント
グローバル企業として日本板硝子とスズキ株式会社
を選択し，そのガバナンスとリスクマネジメントにつ
いて事例研究として取り上げている。リスクマネジメ
ントの視点では日本板硝子の経営者の後継者リスクと
経営者の適性条件について問題がある点及び 2006年
以降，委員会等設置会社に移行したが，制度規範への
過度な依存が原因となり業績の急落が見られた点を検
討している。一方，スズキ株式会社では企業トップの
豊かなリスク感性とリーダーシップのもと，監査役会
のもとで，責任体制の明確化，業務の迅速化，現場直
結型の役員制度の導入など，ハード・コントロールに
依存せず，むしろソフト・コントロールによる柔軟で
素早い対応が同社の持続性を高めている点を検討して
いる。第 4章の小括として，グローバル企業では多様
なリスク文化を有しているステークホルダーに対し，
異文化間，異部門間の協業システムの構築が重要であ
る点を主張している。
第 5章：財務情報と内部統制の概念フレームワーク
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財務情報に係わる内部統制のフレームワークとし
て，COSO（1992），COBIT（1996），COSO ERM
（2004），COSO誘導ガイダンス（2006）を概観し，日
本の内部統制報告制度と比較・考察している。日本の
内部統制報告制度の概念フレームワークでは 1992年
の COSOを取り入れているが，そのことの妥当性に
ついて，投資家保護のための財務報告の信頼性の視点
から考察している。
第 6章：内部統制における決算・財務報告プロセス
の評価モデル
リスクマネジメントの観点から，海運分野の日系グ
ローバル企業を素材に，会計上の見積りや判断にも関
係し，財務情報の信頼性に関して非常に重要な業務プ
ロセスである「金銭債権の評価のための貸倒引当金計
上に係わる内部統制」における「決算・財務報告プロ
セスの評価モデル」の構築を試みている。より具体的
には，リスクマネジメント，とりわけソフト・コント
ロールの観点から，企業の事業展開の変化に応じて，
リスク・コントロールの構築と評価を継続的に行うた
めの業務の文書化，仕組みを作りながら，財務情報の
信頼性を担保する企業内のモニタリング・システムを
提案している。
終章：総括
総括として下記の点を示している。①財務情報の制
度・規制（ハードロー）によるリスクマネジメントに
は限界があり，パラドックスが生じる可能性が常にあ
る点。②グローバル企業にとって，リスク環境を把握
しながら，関係当局による制度・規制（ハードロー）
に対応すると同時に，企業側におけるソフトローの面
からのガバナンスやリスクマネジメントの対応が必要
である点。③具体的な企業内の財務情報の質的改善に
ついて，財務情報の信頼性を高めるためのモニタリン
グ・システムとしての内部統制システムの構築・運用
が必要である点。④企業の内部統制プロセスの中で，
特に，経営者による会計上の自由裁量が入りやすい問
題をコントロールするため，内部統制に関する決算・
財務報告プロセスの構築が極めて重要である点，であ
る。
3．本論文の目次
本論文の構成は次の通りである。
序章 （1頁～6頁）
第 1節 本論文の研究目的・視点・問題意識
第 2節 本論文の全体像の概観と構成
第 1章 グローバル企業のリスク環境と持続的成長へ
の模索（7頁～17頁）
第 1節 企業の事業活動のグローバル化
第 2節 グローバル企業への各発展段階におけるリ
スク環境と発生要因
第 3節 持続的成長の源泉となる企業価値創造の必
要性
第 4節 ステークホルダーからの企業の社会的責任
の要請
第 5節 コーポレート・シチズンシップ
第 2章 財務情報における制度・規制によるリスクマ
ネジメント（18頁～28頁）
第 1節 財務情報に関するリスクマネジメントの歴
史的流れ
第 2節 財務情報のグローバル化に伴う開示と監査
の国際的統一の流れ
第 3節 ディスクロージャーをめぐる不適正な開示
事例の発生
第 4節 制度・規制による解決策
第 3章 財務情報に関するリスクマネジメントのパラ
ドックス（29頁～42頁）
第 1節 オンバランス化と公正価値測定によるパラ
ドックス
第 2節 インセンティブ報酬システムのパラドック
スに対する解
第 3節 経営監視モニタリング・システムのパラ
ドックスに対する解
第 4節 公正価値測定によるパラドックスと会計観
第 4章 グローバル企業のガバナンスとリスクマネジ
メント（43頁～61頁）
第 1節 ガバナンス問題とリスクマネジメントの重
要性
第 2節 ガバナンス問題の事例研究の概要
第 3節 経営者の適性条件
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第 4節 企業統治システムの構築
第 5節 企業の多文化統治
第 6節 ガバナンス問題のリスクマネジメントのフ
レームワーク
第 5章 財務情報と内部統制の概念フレームワーク
（62頁～81頁）
第 1節 財務報告目的とリスクの目的・範囲の変遷
第 2節 報告対象としての内部統制の概念フレーム
ワーク
第 3節 COSO（1992）報告書の内部統制の概念フ
レームワーク
第 4節 COSO（2006）内部統制の誘導ガイダンス
第 5節 IT内部統制の概念フレームワーク
第 6節 COSO ERM（2004）の概念フレームワー
ク
第 7節 日本の内部統制報告制度
第 6章 内部統制における決算・財務報告プロセスの
評価モデル（82頁～125頁）
第 1節 固有の業務プロセスとして評価を行う決
算・財務報告プロセス
第 2節 内部統制における金銭債権の評価モデルの
概要
第 3節 適切な貸倒実績率を用いた貸倒引当金の計
算プロセス
第 4節 滞留債権の評価プロセス
第 5節 貸倒引当金の会計処理プロセス
終章 総括（126頁～129頁）
第 1節 総括
参考文献（130頁～133頁）
謝辞（134頁）
4．本論文の評価
（1）本論文の長所
①企業とりわけグローバル企業のリスクマネジメン
ト問題を財務情報と情報提供機能の強化の視点から検
討している本論文は，特にその研究のアプローチに独
自性が感じられる。つまりリスクマネジメントを中心
にしながら，財務会計及び管理会計に関連する論点を
設定し，3つの研究領域を融合する試みをしている点
である。具体的には，第 1章では，リスクマネジメン
トと管理会計，第 2章では，リスクマネジメントと財
務会計，第 3章では，リスクマネジメント，管理会計
及び財務会計，第 4章では，リスクマネジメントと管
理会計，第 5章では，リスクマネジメント，管理会計
及び財務会計，第 6章では，リスクマネジメントと財
務会計，と 3つの分野に関連する論点を踏まえて考察
している。そういう意味で学際的研究としての独自性
があるといえる。
②第 1章の検討である，リスクマネジメントの観点
から，グローバル企業への各発展段階におけるリスク
環境と発生要因を分析し，一つの発展モデルとして示
した点は，これまで比較的，取り組まれていない研究
内容であり優れている。具体的には，企業が大規模
化，国際化，多国籍化，グローバル化に伴い直面する
損失及び事業機会（チャンス）の可能性の双方の視点
から，発展段階別に企業の重大リスクを示しつつリス
クマネジメント問題を検討した点が優れている。
③特に第 4章のグローバル企業のガバナンスとリス
クマネジメントの方向性に関する検討では，日本板硝
子及びスズキ株式会社の事例を挙げながら分析し，日
本板硝子の経営者の後継者リスクと経営者の適性条件
について問題がある点及び 2006年以降，委員会等設
置会社に移行したが，制度規範への過度な依存が原因
となり業績の急落が見られた点を検討している。一
方，スズキ株式会社では企業トップの豊かなリスク感
性とリーダーシップのもと，監査役会のもとで，責任
体制の明確化，業務の迅速化，現場直結型の役員制度
の導入など，ハードローの重要性を認めながらもそれ
に依存せず，むしろソフトロー及びソフト・コント
ロールによる柔軟で素早い対応が同社の持続性を高め
ている点を検討している。言い換えればグローバル企
業におけるハードローとソフトローのリスクマネジメ
ント効果を事例で検証している点は優れている。
④第 6章は貸倒引当金の評価モデルを実務ベースで
具体的に明らかにしており，これは本論文の大きな貢
献といえよう。実務家としての長所を生かした研究と
もいえる。具体的には，リスクマネジメントの観点か
ら，海運分野の日系グローバル企業を素材に，会計上
の見積りや判断にも関係し，財務情報の信頼性に関し
て非常に重要な業務プロセスである「金銭債権の評価
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のための貸倒引当金計上に係る内部統制」における
「決算・財務報告プロセスの評価モデル」の構築を試
みている。また，リスクマネジメントの観点から，企
業の事業展開の変化に応じて，業務の文書化，組織化
を通したソフト・コントロールの構築と評価を継続的
に行いながら，財務情報の信頼性を担保する企業内の
評価システムを提案している点である。
⑤各章の論点について，最新の情報・学説等を取り
込んでいる点，及び各論点の結論は本質をつかみ，的
を射ているとともに，安藤，伊藤，上田の 3教授の各
学説を上手く取り込んでいる。
（2）残された問題点
①研究アプローチは，すでに指摘したようにリスク
マネジメントと財務会計，管理会計との融合を目指し
たという点で学際的であり独自性があるが，論述の技
術的側面において下記の問題点があり，説得力を落と
している面がある。）作成されている図表そのもの
は優れた内容のものが多いが，それを読者によりわか
りやすく説明するという点，また図表ができるまでの
過程に関する説明不足の点がある。図表にはオリジナ
リティがあるのにも係わらず，その説明がやや不十分
な点があり，論文のわかりやすさという点でもったい
ない印象を受ける。
②本論文の価値の一つはグローバル企業のリスクマ
ネジメントにおけるソフトローの重要性を指摘してい
る点であるが，もう少し論文の最初においてソフト
ローの定義，具体的内容を述べると共に，ハードロー
のもつ限界などについて詳細な説明が必要であった。
他にもいくつか専門用語が示されているが（例：プラ
スのリスク，アサーション他），これらについても丁
寧な説明が必要といえる。
③第 5章において，内部統制の理論的発展の流れ，
具体的には，COSO（1992），COBIT（1996），COSO
ERM（2004），COSO誘導ガイダンス（2006）を概観
し，日本の内部統制報告制度と比較・考察している。
その上で，日本の内部統制報告制度が COSO（1992）
のフレームワークを原則として受け入れた主要な理由
として，COSO ERM（2004）の戦略的対応版ではな
く，財務報告の信頼性の担保するための報告としての
COSO（1992）の内部統制版の構築が急務であった点
を指摘しているが，さらに，今後，内部統制と戦略と
の関係についてどのようにすべきかの議論を取り上げ
れば，本論文の価値はさらに上がったであろう。
（3）総合評価
本論文には上記の長所と問題点があるが，実務経験
に裏打ちされたいくつかの指摘には傾聴に値するもの
が多い。また実務にありながら学会報告はじめ学究面
にも労を惜しまず，真面目に真摯な態度で研究を続け
られた点も本論文の価値を上げる背景となっている。
本論文の主張にはすでに指摘したように，いくつか
のオリジナリティがあるが，主張をわかりやすく表現
する点，説明する点でやや問題がある。しかし全体的
に評価して，こうした問題点は論文全体の価値を損ね
るものではない。よって，われわれ審査委員一同は，
最終試験の成績をも併せ考慮した結果，本論文の著者
である高野仁一氏に，専修大学学位規程第 13条第 1
項の規程により，博士（商学）の学位を授与すること
が適当であると判定する。
Ⅲ 学位授与要記
一 氏 名 ・ 本 籍 高野 仁一（東京都）
二 学 位 の 種 類 博士（商学）
三 学 位 記 番 号 博商甲第十五号
四 学位授与の条件 学位規則第四条第一項該当
五 学位授与の年月日 平成二十四年三月二十二日
六 学 位 論 文 題 目 グローバル企業のリスクマネ
ジメント
――財務情報の利害調整及び
情報提供機能の強化に関する
考察――
七 審 査 委 員
主査 専修大学商学部 教 授 上田 和勇
副査 専修大学商学部 教 授 安藤 英義
副査 専修大学商学部 教 授 伊藤 和憲
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